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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

 基準価額 11,627 円

 純資産総額 0.5 億円

　ポートフォリオ構成比率

株式 0.0%

(内外国株式） (0.0%)

(内先物） (0.0%)

投資信託証券 98.4%

短期金融商品その他 1.6%

組入銘柄数 1 銘柄 

※基準価額は1万口当たりです。

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変

わる場合、或いは分配金が支払われ

ない場合があります。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、S&P500トータルリターン指数〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を

乗じて算出しております。

※当ファンドの純資産総額に対する比率

です。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 2.61% ▲ 1.00% ▲ 8.04% ▲ 4.28% 　　 － 16.27%

参考指数 5.22% 7.49% ▲ 4.72% 2.59% 　　 － 42.77%

　最近5期の分配金の推移

2023/12/11 0 円

2024/06/10 0 円

2024/12/10 0 円

2025/06/10 0 円

設定来合計 0 円

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

   ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率0.6998%程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

米国株カバードコール戦略ファンド／JPモルガン・米国株式・プレミアム・インカムETF
追加型投信／海外／株式

ファンドは特化型

運用を行います。

当レポートは9枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/9）  553365
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　JPモルガン・米国株式・プレミアム・インカムETFの状況

　ファンドマネージャーのコメント

　組入上位10銘柄

銘柄名 セクター 比率

1 メタ・プラットフォームズ メディア・娯楽 1.7%

2 マイクロソフト ソフトウェア・サービス 1.7%

3 オラクル ソフトウェア・サービス 1.7%

4 エヌビディア 半導体・半導体製造装置 1.6%

5 アマゾン・ドット・コム 一般消費財・サービス流通・小売り 1.6%

6 トレイン・テクノロジーズ 資本財 1.6%

7 ビザ 金融サービス 1.6%

8 マスターカード 金融サービス 1.6%

9 プログレッシブ 保険 1.5%

10 アナログ・デバイセズ 半導体・半導体製造装置 1.5%

＜投資環境＞

6月の米国株式市場は上昇しました。月初に発表された米雇用統計では、非農業部門雇用者数が市場予想を上回ったことが景気減速

懸念の後退につながり、株価は上昇しました。その後、イスラエルによるイランへの空爆や、イランの報復により中東情勢が悪化しました。

米連邦公開市場委員会(FOMC)後の記者会見において、パウエル議長が利下げを急がない姿勢を改めて示したことで利下げ期待が後

退したこともあり、株価はやや軟調な展開となりました。しかし、下旬には、中東情勢に対する警戒感が後退したことに加えて、一部の米

連邦準備制度理事会(FRB)高官の発言で利下げ期待が強まったことから、株価は上昇しました。半導体関連企業の好調な決算も、ハイ

テク株の上昇に寄与しました。

ドル/円相場は小幅に上昇（ドル高・円安）しました。上旬は堅調な米雇用統計を受けて米景気懸念が後退したことや、レアアース貿易を

巡って米中間の緊張が緩和したことから、ドル/円は上昇しました。イスラエルとイランの軍事衝突を受けて下落したものの、米国による

イラン空爆が行われたことをきっかけに、一時148円台に乗せました。その後、一部のFRB高官の発言で利下げ期待が強まったことを

受けて、上げ幅を縮小して終えました。

＜運用経過＞

当ファンドの運用は「JPモルガン・米国株式・プレミアム・インカムETF」への投資を通じて、米国株式への投資とS&P500種指数を対

象とするコールオプションの売却を組み合わせたポートフォリオへの投資を行っております。資金フローに対応しながら組入比率を高位

で維持しました。

＜今後の運用方針＞

今後の米国株式市場は、当面は方向感に乏しい展開が続くと想定しています。トランプ大統領の発言や政策などには不透明感が強い

状況が続いています。業績面では、ソフトウェアなど関税政策の影響を受けづらい一部の業種では底堅さが見られるものの、全体とし

ては先行き不透明感を背景に業績予想が下方修正されており、バリュエーション面でもやや割高感が残っています。そのため、好調な

AI関連銘柄への物色が一巡した際には、調整圧力が意識されやすいと考えます。しかし、年後半にはFRBによる利下げが実施され、株

価は上昇基調に転じると予想します。

ドル/円相場は、米景気の減速が明確になるにつれてFRBによる利下げ観測が強まることから、金利差縮小を通じたドル安圧力が再

び強まる見通しです。一方で、投機筋による円買いポジションが高水準であることや、日銀の利上げ時期が後ずれする可能性が高いこ

とから、当面の円高余地は限定的だと見ています。

こうした投資環境の中で、「JPモルガン・米国株式・プレミアム・インカムETF」の高位組入れを継続する方針です。
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※JPモルガン・米国株式・プレミアム・インカムETFの純資産総額に対する比率です。

ELN

12.8
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資産配分比率

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

　組入上位10セクター

セクター名 比率

1 資本財 11.0%

2 金融サービス 8.1%

3 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 7.9%

4 半導体・半導体製造装置 7.5%

5 ソフトウェア・サービス 7.1%

6 メディア・娯楽 6.2%

7 食品・飲料・タバコ 5.1%

8 一般消費財・サービス流通・小売り 5.0%

9 公益事業 4.6%

10 保険 4.0%

（出所：J.P.モルガン・アセット・マネジメントのウェブサイトのデータよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

※ELN：株価連動債券

※資産配分比率は四捨五入

しているため合計が100％

にならない場合があります。
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　ファンド情報

設　定　日 2023年7月5日

償　還　日 2045年6月9日

決　算　日 毎年6月10日および12月10日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

米国株カバードコール戦略ファンド／JPモルガン・米国株式・プレミアム・インカムETF
追加型投信／海外／株式
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　ファンドの特色（2）
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　投資リスク（1）
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　お申込みメモ
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　ファンドの費用
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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